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ちょっとだけ勉強のコーナー  ～墓誌（ぼし）～ 

横田 

坂 

0120-129-432 

ドリーマー 

池川 ドリーマーの HPもご覧ください！ 山本 

初盆（新盆）・・・故人様が四十九日後に迎える初めてのお盆のことです。通常のお盆と同じ

時期でもある、8月 13日～8月 16日（地域によって 7月 13日～7月 16日）に執り行わ

れますが、まだ四十九日が終わっていなければ、初盆は翌年になります。 

通常のお盆では親戚が集まって仏壇に手を合わせ、みんなで菩提寺へお墓参りに行くという

のが一般的です。初盆＝初めてのお盆で、「亡くなってから初めてこの世に戻って来る」という

ことで、通常のお盆よりも盛大に行うことが多いです。中には故人と親交があった友人や知人

を招くこともあります。 

先祖墓がある菩提寺（ぼだいじ）や自宅・葬儀会館に僧侶を招いて読経を、集まったみんな

でお焼香をし、法要後には会食の場で故人の在りし日を偲びます。内容はわかったものの 

「何を準備すれば良いのか分からない」という方は、どうぞお気軽にドリーマー中村葬祭館へ

ご相談ください。提灯・灯籠・返礼品・料理の準備なども承ります。 

～お盆（初盆）の準備もドリーマーにお任せください～ 

 

吊り下げ型の提灯・置き型の回転灯籠 

可愛らしいコンパクトサイズ LED灯籠 

お気に入りが見つかると思います。 

お早目のご準備をおすすめします。 

人の心を知り 

感謝で見送るお葬式を創造し提供する 

当たり前のことではありますが旅立つ人への遺族様の思いは、私共にご訃報をお知らせされた時にはまだ知る

由もありません。その中で集うご身内皆様のそれぞれの心の中には、言葉になされていない様々な思いがあるこ

と、その思いをしっかりと丁寧にヒアリングしていくことがお葬式を創造していく私達が、最も大切にしていること

です。仮にその気持ちがない、もしくは、お葬式自体を事務的な作業として考えているのであれば「一般的には」

「普通は」「大体の方が」といった表現でお話を進めていくこととなり、大切な人生を生きてこられた故人様の 

足跡をも理解せずに専門家としての責務が、果たせているのだろうか・・・。といったことにもなりかねません。 
 

大事なご身内の方がお亡くなりになる前に、長い期間、病に伏していた場合、遺族様の心はどうしてもその時の

光景であり、辛かったことが元気だった時、楽しかった時を思うよりも上回ってしまうことがあります。そのうえで、

共に過ごした良き時代があったことを思い返していただく、二度とないお葬式の時を感謝の気持ちで過ごすこと

が出来た、という時間と空間をお届けさせていただくことが、私達に課せられている重要なテーマの一つであると 

考えております。何故ならば、お葬式は人の心次第で（私達、葬祭従事者も含め）如何様にも変えられる 

からです。「人の心を知り 感謝で見送るお葬式を創造し提供する」という理念を持ち続けると共に、 

この度頂戴しましたアンケートを今後の心の糧にさせていただきます。誠にありがとうございました。 

お墓に誰が埋葬されているのかを刻んだ石碑のことで、宗教や宗派・地域によって墓標（ぼひょう） 

霊標（れいひょう）戒名板（かいみょうばん）法名碑（ほうみょうひ）とも呼ばれます。戒名・没年月日・享年・

俗名などが刻まれています。昔は故人おひとりにつき 1 基のお墓で墓石の中心に名前を刻んだ個人墓でし

たが、家族で 1 つのお墓に入るようになるとその分彫刻する文字も増え、墓石のスペースに限りがある事か

ら墓誌が建てられるようになりました。墓誌には「ここに誰が眠っているのか」を記す役割があります。 

「父母」と「4人の祖父母」「8人の曽祖父母」さらに多くの先祖が命を繋いでくれています。家族の 

ルーツを知る家系図のひとつです。お盆や法要の貴重な集まりの場面で「過去帳」ともいえる 

墓誌を囲み、ご先祖様に思いを馳せて偲ぶのも良い時間になるのではないでしょうか。 

 

当会館より幡多中央斎場（火葬場）の往復など 

費用の負担なく、バスのご利用が可能。詳細に 

関しては打ち合わせさせていただきます。 

地域の送迎にも利用ができ安心です。 

事 前 相 談 

樹 木 葬 

会員各種案内 

葬儀保険案内 


